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当社元社員によるマンション管理組合財産着服事案に対する再発防止策に関するお知らせ 

 
当社は、2月14日付の｢専門家による調査委員会の調査報告及び当社の対応に関するお知らせ｣

により公表しましたとおり、調査委員会の指摘・提言等を踏まえ、本日開催の取締役会において
再発防止策を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

株主・投資家、取引先をはじめ関係者の皆様には多大なご迷惑とご心配をお掛けいたしました
ことを心より深くお詫び申し上げますとともに、下記の再発防止策を着実に実施し、全社を挙げ
て改善に取り組み信頼回復に努めてまいりますので、何卒今後とも倍旧のご支援とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。 
 

記 
 

調査委員会の指摘と提言を踏まえて以下の再発防止策を策定し、既に着手しています。 
 

１．マンション管理課における再発防止策 
・マンション管理課において、「マンション管理の適正化の推進に関する法律」に即した業務

手順を文書化等して特定・明示し、マンション管理課内の構成員による相互牽制機能の実効
性を高める等の自律的な管理体制の構築を進めます。また、当社グループでマンション管理
業務を行っているグループ会社への承継の可否も選択肢として検討します。 

 
２．管理部門等における再発防止策 

①経理部 
・経理部によるマンション管理課に対する牽制機能を強化するために、経理部の管理職の人員

の拡充を図ります。 
②監査室 
・監査室の監査機能を充実させるため人員を拡充し、マンション管理課の業務の特性や法的規

律に着目した監査方針を策定し、実施します。 



③監査役会 
・監査役会の監査業務を補助する事務局を設け、監査役が監査室から独立して、独自の視点で

監査を行う体制を実現し、監査室の監査活動の充実にも繋がる取組みとします。 
 

３．本件不正行為が発生した背景に対する措置等 
①営業を偏重する組織風土・価値観の払拭 
・代表者をはじめとする経営幹部が、コンプライアンス重視のメッセージを明確に打ち出すと

ともに、社内研修等においてコンプライアンス遵守の重要性を重ねて周知し、かつ、管理部
門が現業部門に対して適切に経営モニタリングを実施することにより、組織風土の改革に地
道な取り組みを進めます。 

②取締役会の機能強化、現場への権限の委譲 
・各担当部門の行使すべき権限を明確化し、その裁量を拡大することにより、各担当部門の主

体的な決定を尊重する体制に変容させ、役職員の取組みを実効性あるものにします。 
③その他の施策等 
ア）社内手続の電子化の取組み 
・業務フローの効率性・透明性の確保のため、業務フローの電子化の取組みを進め、ＤＸ化に

よって社内の業務に対するモニタリング機能の強化を図ります。 
イ）人事部門における施策 
・人事部門による全体最適を見通した人事計画や人材育成等を強化するため、全社的人事ロー

テーションや人材育成を含めた人事計画を策定して実行します。 
ウ)法務部門における施策 
・「マンション管理の適正化の推進に関する法律」を含めた業法規制に関する法令やガイドラ

インの改正等の動きを積極的に把握し、各部門にその情報を発信し、業務フローの改善等の
検討を促進するような仕組みについて適切に対応するため、法務部門の人員の拡充を図りま
す。 

 
当社グループの全役職員が一丸となって再発防止策の実行に取り組み、信頼回復に努めてまい

りますので、関係各位におかれましては、今後とも何卒倍旧のご理解とご支援を賜りますようお
願い申し上げます。 

以上 


